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氏
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インタビュー

●
特
集

上
下
水
道
事
業
の
基
盤
の
強
化
を
見
据
え

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）
は
昨
年
４
月
に
、「
水
道
施
設
の
点
検
を
含
む
維
持
・
修
繕
に
関
す
る
新

技
術
事
例
集
（
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
高
度
な
維
持
・
修
繕
に
つ
な
が
る
民

間
の
新
技
術
を
対
象
に
、
具
体
的
な
点
検
方
法
や
活
用
事
例
を
取
り
ま
と
め
、
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
事
例

集
と
し
て
掲
載
。
事
業
体
で
の
新
技
術
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
現
場
で
の
効
率
的
で
適
切
な
維
持
管
理
の
実
現

が
期
待
で
き
、
施
設
老
朽
化
や
職
員
数
減
少
な
ど
、
水
道
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題
解
決
の
鍵
に
な
る
も
の
だ
。
ま
さ

に
、
基
盤
強
化
の
理
念
を
体
現
し
た
先
駆
的
な
取
り
組
み
だ
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
上
田
嘉
彦
・
調
査
事

業
部
長
に
、
Ａ
ｑ
ｕ
ａ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
背
景
や
狙
い
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
紹
介
い
た
だ
い
た
。

課
題
解
決
に
向
け
た
維

持
・
修
繕
の
新
技
術
の

必
要
性

―
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
背
景
を
教
え
て
だ
さ

い
。上

田
部
長

日
本
の
水
道

は
、
約
98
％
の
普
及
率
を
達

成
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

な
る
一
方
で
、
高
度
経
済
成

長
期
に
急
速
に
拡
張
し
た
水

道
施
設
は
、
老
朽
化
が
進
行

す
る
と
と
も
に
、
耐
震
化
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

道
事
業
の
多
く
が
小
規
模
で

運
営
が
な
さ
れ
て
事
業
基
盤

が
脆
弱
な
状
況
で
、
計
画
的

な
更
新
の
た
め
の
備
え
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
し
、
将
来
に
わ

た
り
、
清
浄
に
し
て
豊
富
・

低
廉
な
水
の
供
給
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
基
盤
強

化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し

て
、
基
盤
強
化
を
図
る
た
め

の
施
策
の
充
実
を
内
容
と
し

た
、
水
道
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
平
成
30
年
12
月

に
成
立
し
、
令
和
元
年
10
月

に
政
令
省
の
改
正
と
合
わ
せ

て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
適
切

な
資
産
管
理
の
推
進
と
し

て
、
水
道
施
設
を
良
好
な
状

態
に
保
つ
よ
う
に
、
維
持
、

修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
施
設
を
適
切
に
管

理
す
る
た
め
の
水
道
施
設
台

帳
を
作
成
し
、
保
管
並
び
に

長
期
的
な
観
点
か
ら
、
水
道

施
設
の
計
画
的
な
更
新
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
、
努
力
義
務
が
規
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
２
年
の
政
府

の
規
制
改
革
推
進
会
議
で
取

り
ま
と
め
た
答
申
で
は
、「
各

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理

に
お
け
る
新
技
術
、
デ
ー
タ

の
利
用
促
進
の
た
め
の
環
境

整
備
（
令
和
２
年
検
討
・
結

論
）」
の
改
革
事
項
の
一
つ

と
し
て
、「
新
技
術
を
活
用

し
た
具
体
的
な
点
検
方
法
や

活
用
事
例
、
新
技
術
の
活
用

を
前
提
と
し
た
発
注
仕
様
書

の
例
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
事

例
集
と
し
て
、
取
り
ま
と
め

る
」
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。こ

う
し
た
動
き
を
受
け
、

厚
生
労
働
省
で
は
、
水
道
施

設
の
点
検
を
含
む
維
持
・
修

繕
を
適
切
に
実
施
し
て
い
く

た
め
に
、
新
技
術
の
採
用
や

創
意
工
夫
に
よ
り
、
効

果
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
新
技
術
の
導

入
を
推
進
す
る
目
的

で
、
新
技
術
を
用
い
た

具
体
的
な
点
検
方
法
や

活
用
事
例
に
つ
い
て
、

調
査
と
取
り
ま
と
め
を

行
え
な
い
か
、
当
セ
ン

タ
ー
に
対
し
打
診
が
あ

り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て

も
、
人
口
・
水
需
要
の

減
少
や
、
施
設
老
朽
化

や
深
刻
な
人
手
不
足
な

ど
、
様
々
な
問
題
に
全

国
の
事
業
体
が
直
面
し

て
い
る
中
で
、
ド
ロ
ー

ン
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
を
活

用
し
た
人
手
に
よ
ら
な

い
新
技
術
に
加
え
、
業

務
の
効
率
化
や
水
道
施

設
の
延
命
化
に
資
す
る

技
術
と
い
っ
た
、
よ
り

多
く
の
新
技
術
を
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
発
信
す
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
事

業
運
営
に
役
立
て
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
、
お
引
き
受

け
し
ま
し
た
。

企
業
の
新
技
術
掲
載
に

よ
り
事
業
体
が
導
入
検

討
に
活
用

―
ア
ク
ア
リ
ス
ト
の
概
要

や
狙
い
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。上

田

当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
技
術
活
用
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
水
道

施
設
の
点
検
を
含
む
維
持
・

修
繕
に
関
す
る
先
端
的
・
革

新
的
・
持
続
可
能
な
技
術
を

対
象
に
、
情
報
収
集
と
調
査

を
行
い
、
有
用
性
が
高
い
も

の
を
リ
ス
ト
化
し
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
新
事
業
「
水
道
施

設
の
維
持
・
修
繕
に
関
す
る

新
技
術
事
例
集
（
Ａ
ｑ
ｕ
ａ

―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
＝
ア
ク
ア
リ
ス

ト
）」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

略
称
で
あ
る
ア
ク
ア
リ
ス
ト

の
正
式
名
称
は
、「Aqua-

Leading, 
Innovative 

and Sustainable Techno

logy

」
で
す
。
水
に
関
す
る

先
端
的
・
革
新
的
・
持
続
可

能
な
技
術
を
意
味
す
る
も
の

で
、
通
称
「
え
え
リ
ス
ト
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
リ
ス
ト
は
、
新
技

術
を
保
有
す
る
企
業
と
、
新

技
術
を
必
要
と
す
る
事
業
体

と
の
媒
介
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
点
が
大
き
な
特
長
で

す
。
具
体
的
な
仕
組
み
は
、

ま
ず
は
ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
活
用
し
た
新
技
術
を
保
有

す
る
企
業
が
、
ア
ク
ア
リ
ス

ト
に
新
技
術
を
掲
載
し
ま

す
。
続
い
て
、
施
設
長
寿
命

化
や
人
手
不
足
な
ど
を
解
決

す
る
新
技
術
を
必
要
と
し
て

い
る
事
業
体
が
、
ア
ク
ア
リ

ス
ト
を
活
用
し
て
、
導
入
検

討
に
役
立
て
て
も
ら
う
フ

ロ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事

業
体
に
と
っ
て
は
、
施
設
の

効
率
的
で
適
切
な
維
持
管
理

に
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

新
技
術
を
保
有
す
る
企
業
に

と
っ
て
は
、
自
社
製
品
の
Ｐ

Ｒ
へ
の
活
用
や
、
新
技
術
の

開
発
意
欲
に
つ
な
が
る
な

ど
、
相
乗
効
果
も
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ア

ク
ア
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ
る
対
象
技
術
は
、
水
道
施

設
で
人
手
に
代
わ
る
技
術
、

ま
た
は
高
度
な
維
持
・
修
繕

が
可
能
な
技
術
で
、
事
業
体

で
の
導
入
実
績
、
ま
た
は
当

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
機
関
で

の
技
術
評
価
を
経
た
技
術
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、掲
載
に
際
し
て
は
、

学
識
者
と
事
業
体
委
員
で
構

成
す
る
「
新
技
術
事
例
集
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
新

技
術
の
導
入
事
例
な
ど
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員

長
に
は
、
東
京
都
市
大
学
の

長
岡
裕
・
教
授
、
事
業
体
委

員
に
は
、
管
路
や
浄
水
な
ど

の
業
務
全
般
を
熟
知
し
て
い

る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
就
任

し
て
い
ま
す
。
学
識
者
か
ら

の
専
門
的
な
視
点
と
、
実
際

に
新
技
術
を
使
用
す
る
事
業

体
職
員
の
視
点
で
、
意
見
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
申
請
企
業
と
協
力
し

て
事
例
集
の
作
成
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
表
す
る
新
技
術
の
情
報

は
、
対
象
と
な
る
水
道
施
設

の
分
類
や
技
術
区
分
、
新
技

術
の
関
連
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど

の
基
本
情
報
に
加
え
、
新
技

術
の
概
要
・
特
徴
・
導
入
事

業
体
や
、
実
際
に
導
入
し
た

事
業
体
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を

掲
載
す
る
な
ど
、
全
国
の
事

業
体
が
導
入
検
討
の
参
考
と

な
る
よ
う
に
、
工
夫
し
た
点

が
特
長
的
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。現

在
、
ア
ク
ア
リ
ス
ト
は

令
和
３
年
10
月
と
令
和
４
年

１
月
の
計
２
回
公
表
し
、
計

12
件
の
新
技
術
を
掲
載
済
み

で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
技
術
か
ら
、
漏
水
監
視

や
水
管
橋
の
延
命
化
技
術
、

配
水
水
質
自
動
管
理
装
置
や

配
水
池
を
運
用
し
な
が
ら
清

掃
で
き
る
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
、
水
道
施
設
全
般
で
の
活

用
可
能
な
多
種
多
様
な
技
術

を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

リ
ス
ト
へ
の
掲
載
数
増
加

と
認
知
度
向
上
を
目
指
す

―
最
後
に
今
後
の
展
望
や

目
標
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

上
田

今
後
２
つ
の
目
標

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
有

用
な
新
技
術
の
掲
載
数
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
新
技
術
と

聞
い
て
真
っ
先
に
連
想
す
る

の
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
技
術
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
全
国
の
事
業
体
に
紹
介

し
た
い
有
用
な
技
術
が
、
そ

の
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
事
業
体

で
抱
え
て
い
る
課
題
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
環

境
な
ど
で
千
差
万
別
で
、

様
々
な
技
術
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
最

新
の
技
術
だ
け
に
囚
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
有
用
な
技
術
を

発
信
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
事

業
体
職
員
と
し
て
の
約
30
年

の
実
務
経
験
に
加
え
、
当
セ

ン
タ
ー
で
の
産
官
学
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
経
験
か
ら
、
強
く

思
う
よ
う
に
至
り
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
委
員
長
の
長
岡
教

授
が
仰
っ
て
い
る
、
新
技
術

掲
載
１
０
０
件
を
、
当
面
の

目
標
に
据
え
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
ア
ク
ア
リ
ス
ト

の
認
知
度
ア
ッ
プ
。
有
用
な

新
技
術
を
数
多
く
掲
載
し
て

も
、
新
技
術
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
事
業
体
に
参
考
と

し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
全

く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
は
、
新
技
術
の
導
入
促
進

に
向
け
、
新
技
術
の
情
報
共

有
や
広
報
な
ど
を
中
心
に
、

厚
生
労
働
省
と
連
携
・
協
力

し
て
い
ま
す
。

先
月
に
は
、
ア
ク
ア
リ
ス

ト
掲
載
企
業
に
よ
る
新
技
術

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
事

業
体
や
企
業
な
ど
計
６
０
０

人
を
超
す
方
に
申
し
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
る
な
ど
、

新
技
術
の
特
徴
に
つ
い
て
発

信
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
ア

リ
ス
ト
に
つ
い
て
も
着
実
に

Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。ア

ク
ア
リ
ス
ト
は
ス
タ
ー

ト
し
て
ま
だ
1
年
の
事
業
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ク
ア
リ

ス
ト
を
活
用
い
た
だ
く
水
道

事
業
体
と
新
技
術
を
掲
載
い

た
だ
い
て
い
る
企
業
の
皆
様

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
頂
戴

し
な
が
ら
、
共
に
ア
ク
ア
リ

ス
ト
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

効
率
的
で
適
切
な
維
持
管
理
を
実
現

新
技
術
事
例
集
を
作
成

新技術を保有する企業と必要とする事業体を媒介

①水道施設情報管理システム：クラウドシステム「Ｓｋ

ｙＳｃｒａｐｅｒ®」（ＮＪＳ）

　工事や点検などの情報を統合管理するもので、施設管

理に係る業務を一元管理でき、蓄積された点検結果や修

繕内容などの情報をアセットマネジメント計画の策定に

活用可能。タブレット機能を用いることで、日常的な維

持管理や災害時の緊急対応にも活用できる。

②効率的な保守・保全活動を実現する設備台帳システム

を有する設備保全システム（日立製作所）

　データ化した設備台帳を基準にデジタル化して設備の

管理や保全計画、故障履歴を一元管理、ＡＲ（拡張現実）

技術などを活用した業務ナビゲーション、モバイル点検

端末による保全業務の支援という３本柱の機能を保有。

一元管理されたデータを活用することで、従来の設備保

全活動を効率化するとともに、将来的なソリューション

の策定につなげる。

③ＦＩＣ’Ｓ　クラウド監視制御システム（フソウ）

パソコンやタブレットなど、いつでもどこからでもア

クセスできるほか、現場状況は動画や静止画などのカメ

ラ映像で確認可能で、維持管理性の向上に大きな効果を

発揮。定額のシステム利用料の負担のみで、常に最新環

境のサービスを享受できるほか、設備の更新は不要でラ

イフサイクルコスト抑制にも高い効果が期待できる。

④管路漏水監視システム　リークネッツ（フジテコム）

高感度音圧センサーを搭載したロガーを仕切弁や消火

栓などの管路付帯物に設置し、管路に伝播する漏水音の

音圧レベルを測定するとともに、独自のアルゴリズムで

漏水などの異常の判定をするもの。専門的な知識が無く

ても管路の異常が判別可能なことに加え、漏水の早期発

見や遠隔監視も実現でき、管路の維持管理の効率化に大

きく貢献する。

⑤現場点検業務のスマート化およびミクロマネジメント

への情報活用技術（メタウォーター）

　先進のＩＣＴサービスをクラウド環境で提供し、水環

境に存在する全てのデータを収集・蓄積・加工・活用す

ることで、維持管理の効率化・高度化につなげ、持続可

能な上下水道事業の実現を目指すもの。具体的には、ク

ラウド上に登録されたデータを元に点検などの現場作業

を自動的に報告書形式で出力したり、異常対応を含む点

検・保守履歴を時系列順に閲覧したりすることができる。

⑥ウルトラパッチによる水管橋など配管の延命化（阿南

電機）

　ポリエステル樹脂製の紫外線硬化型ＦＲＰシートであ

るウルトラパッチを、老朽化した配管に貼付・被覆し延

命化するもの。硬化前のウルトラパッチは、ゴムシート

のように柔軟性に優れることから、複雑な形状でも施工

可能な特長を備える。

⑦配水水質自動管理装置　スマフロ・スマフロプラス（住

友重機械エンバイロメント）

　配水管末端の水質監視装置に、管理排水を自動制御す

る機能を付与するとともに、通信装置を介して遠隔での

水質管理を行える仕組みを構築したもの。水質管理作業

の省人化に加え、管理排水量・薬品注入量の削減などに

効果がある。

⑧フランジ継手用漏水補修金具「フランジプロテク

ター」（コスモ工機）

短時間で施工可能で、不断水でフランジ継手の漏水補

修ができるなど、施工性に優れる点が特長。耐震性能や

耐食性も有しており、老朽化したフランジ継手部へ取り

付けることで、管路の延命化に貢献する。

⑨漏水補修金具「継手プロテクター・直管プロテクター」

（コスモ工機）

漏水修繕や予防保全のために設置し管路の延命化を図

る漏水補修金具シリーズに、漏水下の施工をアシストす

る水抜きバルブを搭載したもの。直管部用は本体との連

結機能を有し、現場状況に合せて補修範囲を延長可能な

仕様とした。不断水で安全に漏水補修が行える施工性の

向上に加え、経年劣化で摩耗した既存管の管厚の安価な

補強に効果を発揮する。

⑩流況監視システム（日之出水道機器）

バルブボックスにアンテナや通信機器を搭載した鉄蓋

とセンサーを設置することで、無線通信とクラウドによ

るリアルタイムでの流況の遠方監視が可能となるもの。

マンホール蓋から通信を行うことから、短工期で簡易な

設置が可能な点が特長的で、ブロック内の水圧監視や災

害時の避難所での水圧監視などへの活用が期待できる。

⑪「環境ビッグデータとＡＩを用いたＦＲＡＣＴＡ水道

管路劣化診断技術」（日本鋳鉄管）

　地形や気象などの管を取り巻く様々な情報が集積され

た独自の日本版環境ビッグデータと、管種や口径などの

基本的な配管情報と漏水履歴を掛け合わせ、ＡＩ／機械

学習を用いて当該配管の漏水確率を算出するもの。劣化

リスクを可視化することが可能。国内約30の事業体で導

入済みで、更新投資の最適化やメリハリをつけた漏水調

査に効果を発揮する。

⑫型式認定水中ロボットによる水道施設の調査・清掃工

法（一般社団法人日本水中ロボット調査清掃協会）

　配水池を運用しながら調査清掃可能な点が特長的で、

安全・衛生的に内部調査と堆積した沈澱物の清掃を行う

ことができ、大幅な工期の短縮と経費の節減が可能。配

水池内部を写真・動画で記録することで、更新計画の策

定に寄与することもできる。使用される型式認定水中ロ

ボットは、日本水道協会の浸出試験方法に準拠した試験

などをクリアしている。

Ａｑｕａ―ＬＩＳＴに掲載された新技術 点検方法や活用事例を紹介
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